
兵庫県立西宮病院と西宮市立中央病院のあり方検討委員会（中間報告） 

 

１ 委員名簿 

区  分 役    職 氏    名 

有 識 者 

兵庫県災害医療センター顧問 鵜飼  卓 

兵庫県病院協会長 守殿 貞夫 

伊丹市病院事業管理者 中田 精三 

ホスピタルマネジメント研究所代表 谷田 一久 

関 連 大 学 
大阪大学大学院医学系研究科長・ 

大阪大学医学部長 

澤  芳樹 

【委員長】 

地 元 関 係 者 
西宮市医師会会長 大江与喜子 

西宮コミュニティ協会会計理事 白川  清 

医 療 行 政 
兵庫県健康福祉部医監 山本 光昭 

西宮市健康福祉局長 土井 和彦 

病 院 関 係 者 
兵庫県立西宮病院長 河田 純男 

西宮市病院事業管理者 南都 伸介 

オブザーバー  

（第２回～） 

兵庫医科大学病院長  難波 光義 

兵庫県民間病院協会 副会長（西阪神支部長） 大村 武久 

（計 １３名） 

 

２ スケジュール 

年月 委員会開催 検討項目等 

平成 28 年 

４月 26 日 

 ○「西宮市域における県立西宮病院と西宮市立中央病院の 

現状と課題に係る意見交換会」の取りまとめ報告 

○委員会の検討項目と今後のスケジュール 

８月１日 

 
○阪神南・北医療圏域における医療の現状等 

○両病院の診療機能、診療体制等の現状と課題 

11 月 11 日 

 
○今後の阪神南・北医療圏域の医療提供体制のあり方 

・検討委員会報告（素案） 

平成 29 年 

○月○日 

 
○今後の阪神南・北医療圏域の医療提供体制のあり方 

・検討委員会報告（案） 

  

第２回 

委員会 

第３回 

委員会 

第４回 

委員会 

第１回 

委員会 
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３ 検討委員会報告書の構成（案） 

（１）阪神南・北医療圏域の現状と課題 

 （２）兵庫県立西宮病院と西宮市立中央病院の現状と課題 

 （３）兵庫県立西宮病院と西宮市立中央病院のあり方について 

 

４ 両病院の今後のあり方（第３回検討委員会における事務局提示案） 

区 分 今後のあり方 

統 

合 

再 

編 

案
１ 

両病院を統合し、新用地に新病院を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

案
２ 

市立中央病院の機能を県立西宮病院に集約した統合新病院を設置する。 

※県立西宮病院は増築・改修工事を実施 

 

 

 

 

 

 

 

経 

営 

統 

合 

案
３ 

両病院は経営を統合した上で存続（併存）し、機能分担と連携を行う。 

 

連 

携 

案
４ 

 

 両病院は診療機能の見直しを行った上で、存続（併存）し、役割分担と

連携の一層の推進を行う。 

 

 

 

 

 

県立西宮病院 市立中央病院

統合新病院

 

　機能集約

※現地で増築・改修

県立西宮病院 市立中央病院

統合新病院

 

※老朽化対策等

経営統合

県立西宮病院 市立中央病院

連携

※老朽化対策等

県立西宮病院 市立中央病院

連携

※市立中央病院は老朽化対策による長寿命化を実施 
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